
1 

 

 

学校再編において留意すべき事項について 

 

 これまでの審議会において、次期学校再編基本計画に盛り込むべき内容について調査審

議を行ってきました。これまでに審議した内容以外
．．

で、学校再編において留意すべき事項に

ついて委員のお考えを伺います。 

参考として、現行の学校再編基本計画に記載している内容を以下に掲載しました。なお、

これまでの審議会において審議された項目には網掛けをしています。 

 

 

 

現行の「茂原市学校再編基本計画」に記載している内容 

 

４．学校再編の考え方 

 

（１）教育環境の充実を最優先 

 ・互いに切磋琢磨できる環境（一定の集団規模）の確保 

 ・保護者や子どもたちの意見の尊重 

 ・学校行事や部活動等の充実 

 ・通学に対する配慮（通学手段、通学距離、通学路の安全性） 

 ・学区の検討 

 ・一小一中の問題への対応 

 ・使用する校舎の検討 

 ・小学校と中学校との別々の検討 

 

（２）再編にあたっての配慮 

 ・再編に関する情報の発信、提供 

 ・地域住民の理解 

 ・学校施設及び跡地の活用方法の検討 

 ・地域コミュニティや避難所についての配慮 

 ・施設の老朽化への対応 

 ・他の計画（茂原市総合計画、茂原市公共施設等総合管理計画等）との整合 
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５．学校再編の基本方針 

 

（１）適正規模の維持 

・子どもたちが集団の中で多様な考えに触れ、互いに切磋琢磨できるよう、複式学級や

単学級を解消し、将来にわたり学校の適正規模を維持することを目指します。 

・一定の集団規模を確保することで、学習活動や学校行事、部活動等の充実を図りま

す。 

・学区の見直しを含め、全市的な視点で再編を実施します。 

 

（２）再編後の教育施設等の充実 

・児童生徒が安心して学習できるよう、再編後の施設（校舎、トイレ等）の改修に努め

ます。 

・教育力の向上を図るとともに、小中一貫教育についても検討します。 

 

（３）通学手段・安全性の確保 

・再編により通学が遠距離になる児童生徒に対しては、スクールバスの導入など、通学

手段を確保します。 

・新しく通学路となる箇所を把握し、既存の通学路と併せて整備を行い、通学における

安全性を確保します。 

 


